
○ この植木鉢図は、地域包括ケアシステムの５つの構成要素（住まい・医療・介護・予防・生活支

援）が相互に関係しながら、一体的に提供される姿として図示したものです。 

○ 本人の選択が最も重視されるべきであり、本人・家族がどのように心構えを持つかという地域生活を継

続する基礎を皿と捉え、生活の基盤となる「住まい」を植木鉢、その中に満たされた土を「介護予防・生

活支援」、専門的なサービスである「医療・看護」「介護・リハビリテーション」「保健・福祉」を葉として描い

ています。 

○ 介護予防と生活支援は、地域の多様な主体によって支援され、養分をたっぷりと蓄えた土となり、葉

として描かれた専門職が効果的に関わり、尊厳ある自分らしい暮らしの実現を支援しています。 

出典：平成28年3月 地域包括ケア研究会報告 「地域包括ケアシステムと地域マネジメント」 
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